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２
０
２
４
年
６
月
７
日
、「
事
業

性
融
資
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」

（
令
和
６
年
法
律
第
52
号
）（
以
下
、

「
事
業
性
融
資
推
進
法
」ま
た
は「
新

法
」
と
い
う
）
が
成
立
（
６
月
14
日

公
布
）
し
た
。

　
事
業
性
融
資
推
進
法
は
、
事
業
性

融
資
の
推
進
の
た
め
、
基
本
理
念
や

国
の
責
務
、
基
本
方
針
の
策
定
の
ほ

か
、
企
業
価
値
担
保
権
の
創
設
、
事

業
性
融
資
推
進
支
援
業
務
に
係
る
認

定
制
度
の
創
設
、
事
業
性
融
資
推
進

本
部
の
設
置
等
に
つ
い
て
定
め
た
も

の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
事
業
性
融
資
推
進
法

の
概
要
を
解
説
す
る
。
な
お
、
本
稿

中
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
、
執
筆
者

の
個
人
的
見
解
で
あ
る
。

一　

経
緯
と
背
景

　
日
本
の
融
資
実
務
に
つ
い
て
は
、

従
来
よ
り
、
不
動
産
担
保
や
経
営
者

保
証
等
に
過
度
に
依
存
し
て
い
る
と

の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注

１
）。
近
年
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展

を
含
む
産
業
構
造
の
変
化
等
を
背
景

と
し
て
、
不
動
産
等
の
有
形
資
産
よ

り
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
顧
客
基
盤
等

に
事
業
の
基
礎
を
置
く
よ
う
な
企
業

が
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
企
業
部

門
の
生
産
性
を
引
き
上
げ
る
た
め
に

は
、
将
来
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を

生
み
出
す
力
に
着
目
す
る
こ
と
が
重

要
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

こ
と
を
背
景
に
、
成
長
や
再
生
の
局

面
に
あ
る
企
業
等
に
対
し
て
、
不
動

産
担
保
等
に
過
度
に
依
存
せ
ず
、
事

業
性
に
基
づ
く
融
資（
事
業
性
融
資
）

を
行
う
こ
と
を
求
め
る
声
が
よ
り
強

く
な
っ
て
い
る
。

　
事
業
性
融
資
を
後
押
し
す
る
た

め
、
諸
外
国
の
融
資
実
務
な
ど
も
参

考
と
し
、
制
度
的
な
枠
組
み
や
そ
の

運
用
の
あ
り
方
が
模
索
さ
れ
て
き

た
。
事
業
全
体
に
対
す
る
担
保
制
度

に
つ
い
て
、
そ
の
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
き
た
歴
史
は
長
い
（
注
２
）。

同
制
度
は
、
諸
外
国
に
お
い
て
は
、

リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ
ン
キ
ン
グ

や
ベ
ン
チ
ャ
ー・デ
ッ
ト
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
等
の
融
資
実
務

に
お
い
て
利
用
さ
れ
て
い
る
（
注

３
）。

　
こ
う
し
た
事
業
性
融
資
に
関
す
る

問
題
意
識
や
他
国
の
状
況
等
を
受

け
、
ま
ず
２
０
１
９
年
３
月
に
商
事

法
務
研
究
会
に
設
置
さ
れ
た「
動
産・

債
権
を
中
心
と
し
た
担
保
法
制
に
関

す
る
研
究
会
」（
座
長
・
道
垣
内
弘

人
専
修
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教

授
）
が
議
論
の
嚆
矢
と
な
っ
た
（
注

４
）。
そ
の
後
、
金
融
庁
「
事
業
者

を
支
え
る
融
資
・
再
生
実
務
の
あ
り

方
に
関
す
る
研
究
会
」（
座
長
・
神

田
秀
樹
学
習
院
大
学
大
学
院
法
務
研

究
科
教
授
（
注
５
））
や
、
中
小
企

業
庁
「
取
引
法
制
研
究
会
」（
座
長・

内
田
貴
早
稲
田
大
学
特
命
教
授
（
注

６
））、
法
制
審
議
会
担
保
法
制
部
会

（
部
会
長
・
道
垣
内
弘
人
専
修
大
学

大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
）（
注
７
）

企
業
価
値
担
保
権
へ
の
期
待
と
今
後
の
課
題

企
業
価
値
担
保
権
へ
の
期
待
と
今
後
の
課
題

１１
　
事
業
性
融
資
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
の
概
説

　
事
業
性
融
資
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
の
概
説

前
・
金
融
庁

前
・
金
融
庁  

企
画
市
場
局

企
画
市
場
局  

信
用
制
度
参
事
官
室

信
用
制
度
参
事
官
室  

信
用
制
度
企
画
室
長
　

信
用
制
度
企
画
室
長
　
　
　
　
　  

　
　
　
　

（
現
・
金
融
庁

（
現
・
金
融
庁  

監
督
局

監
督
局  

地
域
金
融
企
画
参
事
官
）　

地
域
金
融
企
画
参
事
官
）　
和
田
和
田  

良
隆
良
隆
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本
年
６
月
14
日
に
公
布
さ
れ
た

「
事
業
性
融
資
の
推
進
等
に
関
す
る

法
律
」
に
定
め
ら
れ
た
企
業
価
値
担

保
権
は
暖
簾
等
の
無
形
資
産
を
含
め

て
企
業
が
所
有
す
る
全
資
産
を
担
保

対
象
と
す
る
担
保
制
度
で
あ
り
、
企

業
が
生
み
出
す
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

を
源
泉
と
す
る
企
業
価
値
が
担
保
価

値
に
相
当
し
得
る
と
い
う
点
で
画
期

的
な
制
度
と
い
え
る
。
企
業
価
値
の

上
昇
は
債
務
者
企
業
に
と
っ
て
良
い

こ
と
で
あ
る
一
方
で
、
担
保
権
者
に

と
っ
て
も
担
保
価
値
の
増
加
を
通
じ

て
保
全
の
強
化
、
貸
出
可
能
額
の
増

加
に
も
つ
な
が
る
の
で
、
債
務
者
企

業
と
担
保
権
者
の
利
害
関
係
が
一
致

す
る
。企
業
価
値
担
保
権
者
と
し
て
、

債
務
者
企
業
に
何
ら
か
の
働
き
か
け

を
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
企
業
価
値

の
創
出
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
こ
の
担
保
権
の
付
加
価
値
が
上

が
る
。

　
本
稿
で
は
、
企
業
価
値
の
源
泉
に

つ
い
て
解
説
を
試
み
、
企
業
価
値
を

創
出
す
る
施
策
に
は
ど
う
い
っ
た
も

の
が
あ
る
か
を
検
討
す
る
。
債
務
者

企
業
の
経
営
者
が
ど
う
い
っ
た
意
識

を
持
つ
べ
き
か
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
、
担
保
権
者
で
あ
り
、
融
資
者
で

も
あ
る
金
融
機
関
が
ど
う
い
っ
た
ア

プ
ロ
ー
チ
で
ど
う
い
っ
た
行
動
を
通

じ
て
、レ
ン
ダ
ー・ラ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ

の
リ
ス
ク
を
回
避
し
つ
つ
、
債
務
者

企
業
に
よ
る
企
業
価
値
の
創
出
に
協

力
す
べ
き
か
に
つ
い
て
考
察
を
試
み

た
い
。

一 　

企
業
価
値
担
保
権
の

意
義

１　

企
業
価
値
担
保
権
の
特
徴

　
筆
者
は
企
業
価
値
担
保
権
の
前
身

と
も
い
え
る
事
業
成
長
担
保
権
の
構

想
段
階
か
ら
相
談
を
受
け
、
金
融
庁

「
事
業
者
を
支
え
る
融
資
・
再
生
実

務
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
全
資
産
担
保
制
度

に
つ
い
て
早
い
段
階
か
ら
関
与
し
、

金
融
審
議
会
「
事
業
性
に
着
目
し
た

融
資
実
務
を
支
え
る
制
度
の
あ
り
方

等
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー

プ
」
の
委
員
と
し
て
審
議
に
参
加
し

た
。

　
企
業
価
値
担
保
権
が
従
来
の
個
別

資
産
を
対
象
と
す
る
担
保
権（
以
下
、

「
個
別
資
産
担
保
権
」
と
い
う
）
と

一
線
を
画
す
る
点
は
、
暖
簾
等
の
無

形
資
産
も
含
め
た
債
務
者
企
業
の
全

資
産
を
一
括
し
て
担
保
設
定
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
、
債
務
者
企
業
が

企
業
価
値
ベ
ー
ス
で
売
却
さ
れ
た
場

合
、
公
租
公
課
、
労
働
債
権
と
い
っ

た
優
先
債
権
者
、
商
取
引
債
権
者
へ

の
支
払
い
や
無
担
保
債
権
者
へ
の
一

部
の
配
当
（
以
下
、「
優
先
債
権
者

等
へ
の
配
当
」
と
い
う
）
を
支
払
っ

た
後
の
売
却
代
金
が
個
別
担
保
資
産

の
価
値
の
総
和
を
上
回
っ
て
い
て
も

全
額
取
り
込
め
る
、
つ
ま
り
、
担
保

権
者
が
企
業
価
値
と
資
産
価
値
の
総

和
の
差
額
を
受
領
で
き
る
と
い
う
点

に
あ
る
。
優
先
債
権
者
等
へ
の
配
当

企
業
価
値
担
保
権
へ
の
期
待
と
今
後
の
課
題

企
業
価
値
担
保
権
へ
の
期
待
と
今
後
の
課
題

２２
　
金
融
機
関
に
よ
る
企
業
価
値
創
出
へ
の
サ
ポ
ー
ト

　
金
融
機
関
に
よ
る
企
業
価
値
創
出
へ
の
サ
ポ
ー
ト

株
式
会
社
ゴ
ー
ド
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン

株
式
会
社
ゴ
ー
ド
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン  

代
表
取
締
役
社
長
　

代
表
取
締
役
社
長
　
堀
内
堀
内  

秀
晃
秀
晃
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は
じ
め
に

―
―
問
題
の
所
在

　
本
年
６
月
７
日
に
成
立
し
、
同
月

14
日
に
公
布
さ
れ
た
「
事
業
性
融
資

の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、

「
事
業
性
融
資
推
進
法
」ま
た
は「
新

法
」
と
い
う
）
に
基
づ
き
、
新
た
な

全
資
産
担
保
で
あ
る
企
業
価
値
担
保

権
が
創
設
さ
れ
た
。

　
企
業
価
値
担
保
権
は
、
か
つ
て
立

法
検
討
段
階
で
付
与
さ
れ
て
い
た

「
事
業
成
長
担
保
権
」
と
の
仮
称
か

ら
も
明
ら
か
な
と
お
り
、
借
入
企
業

の
事
業
性
に
着
目
し
、
こ
れ
を
成
長

さ
せ
る
た
め
に
、
不
動
産
担
保
や
個

人
保
証
に
よ
ら
な
い
融
資
（
事
業
性

融
資
）
を
推
進
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て

創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
新
法
１

条
、
２
条
１
項
参
照
）。

　
事
業
性
融
資
は
、「
貸
し
た
後
」

が
肝
心
で
あ
る
。
不
動
産
担
保
融
資

で
あ
れ
ば
、「
貸
し
っ
放
し
」
に
し

て
お
い
て
も
、
不
動
産
の
担
保
価
値

か
ら
の
回
収
を
期
待
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
、
事
業
性
融
資
は
、

借
入
企
業
の
事
業
の
ゆ
く
え
を
定
期

的
に
注
視
し
、
こ
れ
を
通
じ
て
、
事

業
が
軌
道
に
乗
っ
て
い
れ
ば
引
き
続

き
支
え
て
運
転
資
金
を
供
給
し
、
事

業
に
ほ
こ
ろ
び
が
見
え
て
も
や
は
り

支
え
て
自
主
再
建
を
促
す
（
難
し
け

れ
ば
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
事
業
譲
渡
を

促
す
、
そ
れ
も
難
し
け
れ
ば
廃
業
を

促
す
）
と
い
う
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
重
視

の
融
資
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
予
兆
管
理
・
伴
走
支
援

を
「
貸
し
た
後
」
に
実
践
し
て
い
く

た
め
に
は
、「
貸
す
前
」（
貸
す
時
）

も
大
切
で
あ
り
、
実
行
前
提
条
件
・

表
明
保
証
・
コ
ベ
ナ
ン
ツ
（
確
約
）・

期
限
の
利
益
喪
失
事
由
を
、
不
動
産

担
保
融
資
よ
り
も
詳
細
に
書
き
込
む

こ
と
が
適
切
で
あ
る
。
後
述
す
る
と

お
り
、
特
に
、
事
業
・
財
務
に
関
す

る
重
要
な
情
報
を
定
期
的
に
提
供
す

る
よ
う
具
体
的
な
約
定
を
結
ん
だ
う

え
で
貸
出
を
実
行
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
て
「
貸
し
た

後
」
に
、
借
入
企
業
に
経
営
悪
化
の

兆
し
が
生
じ
た
場
合
、金
融
機
関
は
、

ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
本
稿
で
は
、
金
融
機
関
Ａ
が
、
株

式
会
社
Ｂ
か
ら
企
業
価
値
担
保
権
の

設
定
を
受
け
て
融
資
を
し
た
ケ
ー
ス

を
念
頭
に
、
企
業
価
値
担
保
権
が
、

予
兆
管
理
や
伴
走
支
援
、
さ
ら
に
経

営
改
善
や
事
業
再
生
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な
機
能
を
発
揮
す
る
か
、
ま

た
、
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
け
ば
よ

い
か
を
考
え
な
が
ら
、
こ
の
課
題
を

検
討
し
て
み
た
い
。

　
な
お
、
企
業
価
値
担
保
権
は
、
被

担
保
債
権
者（
特
定
被
担
保
債
権
者・

不
特
定
被
担
保
債
権
者
）
と
担
保
権

者
と
が
法
的
に
区
別
さ
れ
て
い
る

が
、
レ
ン
ダ
ー
（
特
定
被
担
保
債
権

者
）
が
担
保
権
者
を
兼
ね
る
こ
と
も

で
き
る
。
以
下
で
は
、こ
の
よ
う
に
、

金
融
機
関
Ａ
が
レ
ン
ダ
ー
で
あ
り
、

企業価値担保権への期待と今後の課題

企
業
価
値
担
保
権
へ
の
期
待
と
今
後
の
課
題

企
業
価
値
担
保
権
へ
の
期
待
と
今
後
の
課
題

３３
　
企
業
価
値
担
保
権
に
基
づ
く
予
兆
管
理
・
伴
走
支
援
と

　
企
業
価
値
担
保
権
に
基
づ
く
予
兆
管
理
・
伴
走
支
援
と

　　
経
営
改
善
・
事
業
再
生

経
営
改
善
・
事
業
再
生

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
毛
利
・
友
常
法
律
事
務
所
外
国
法
共
同
事
業

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
毛
利
・
友
常
法
律
事
務
所
外
国
法
共
同
事
業  

パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士
　

パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士
　
粟
田
口

粟
田
口  

太
郎
太
郎
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は
じ
め
に

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
に
つ
い
て
、
前

号
（
本
誌
前
号
21
頁
）
は
主
に
そ
の

問
題
点
と
元
本
弁
済
が
困
難
に
な
っ

た
場
合
の
対
応
を
解
説
し
た
。

　
元
本
弁
済
が
困
難
に
な
っ
た
場
合

の
対
応
と
し
て
は
、
実
務
上
は
、
次

の
４
つ
が
あ
る
。

① 　
債
務
者
の
資
金
繰
り
表
を
作
成

す
る
。

② 　
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
に
つ
い

て
元
本
弁
済
を
止
め
る
こ
と
を
検

討
す
る
。

③ 　
前
記
②
の
場
合
に
お
い
て
、
最

低
限
金
融
機
関
の
利
払
い
と
信
用

保
証
協
会
や
農
業
信
用
基
金
協
会

の
保
証
料
が
払
え
る
か
を
検
討
す

る
。

④ 　
バ
ン
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

し
て
、
延
命
策
を
検
討
す
る
。

　
金
融
機
関
、
信
用
保
証
協
会
や
農

業
信
用
基
金
協
会
も
前
記
③
の
条
件

が
充
足
で
き
れ
ば
、「
被
害
の
拡
大

は
な
い
」
の
で
あ
る
か
ら
、
し
ば
ら

く
は
元
本
弁
済
を
猶
予
し
て
も
ら
え

る
こ
と
が
多
く
、
大
体
６
ヵ
月
の
期

限
更
新
で
変
更
契
約
書
を
締
結
す

る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
延

命
策
が
奏
功
せ
ず
、
債
務
者
の
破
産

を
覚
悟
の
う
え
で
、
金
融
機
関
と
し

て
回
収
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

態
も
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
下
編
の
本
稿
は
、
ゼ
ロ

ゼ
ロ
融
資
を
実
際
に
回
収
す
る
場
面

に
お
い
て
重
要
と
な
る
論
点
を
整
理

し
て
解
説
す
る
。

一 

　
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
回
収

時
に
注
意
す
べ
き
点
（
最

初
に
）

１　
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
へ
の
注
意

　
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
は
実
質
無
利
子
、

無
担
保
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
非
常
に

モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
が
起
き
や
す
い
融

資
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
信

用
保
証
協
会
や
農
業
信
用
基
金
協
会

で
も
、
政
策
的
な
観
点
か
ら
与
信
審

査
を
比
較
的
緩
や
か
に
し
て
、
金
融

機
関
に
保
証
を
し
て
い
た
。

　
金
融
機
関
に
対
し
て
、
信
用
保
証

協
会
や
農
業
信
用
基
金
協
会
が
保
証

債
務
を
履
行
す
る
（
い
わ
ゆ
る
「
代

位
弁
済
」。
そ
の
趣
旨
は
後
述
す
る
）

場
合
で
も
、
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
実
行

時
の
金
融
機
関
の
注
意
義
務
は
変
わ

ら
な
い
。
よ
っ
て
、
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー

ド
が
起
き
て
、
不
必
要
な
資
金
ま
で

を
融
資
し
て
い
な
い
か
代
位
弁
済
の

前
に
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

２　
反
社
会
的
勢
力
の
確
認

　
前
回
解
説
し
た
と
お
り
、
ゼ
ロ
ゼ

ロ
融
資
に
お
い
て
は
相
当
数
の
反
社

会
的
勢
力
の
関
与
が
あ
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
実
態
は
、
今
後
、

ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
回
収
時
に
明
ら
か

み
や
こ
債
権
回
収
株
式
会
社 

顧
問
弁
護
士　
瀬
戸 

祐
典

ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
回
収
に
お
け
る
課
題
と
実
務
対
応
（
下
）

今
月
の
解
説

今
月
の
解
説
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第 1回第 1回
カスタマーハラスメントとはカスタマーハラスメントとは

香川 希理香川 希理香川総合法律事務所 弁護士香川総合法律事務所 弁護士

かがわ・きり●香川総合法律事務所代表弁護士。明治大学法学部卒業、立教大学大学
院法務研究科修了。カスハラ対策を得意とし、各種業界団体や企業にカスハラマニュ
アル策定や研修を実施している。主な著書に「カスハラ対策実務マニュアル」（日本加
除出版株式会社）。

かがわ・きり●香川総合法律事務所代表弁護士。明治大学法学部卒業、立教大学大学
院法務研究科修了。カスハラ対策を得意とし、各種業界団体や企業にカスハラマニュ
アル策定や研修を実施している。主な著書に「カスハラ対策実務マニュアル」（日本加
除出版株式会社）。

　
２
０
２
４
年
に
入
っ
て
、
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
以
下
、
本
連

載
で
は
「
カ
ス
ハ
ラ
」
と
略
す
）
を

巡
る
動
き
が
一
段
と
活
発
に
な
っ
て

い
る
。
東
京
都
、
三
重
県
、
北
海
道

な
ど
が
相
次
い
で
、
カ
ス
ハ
ラ
防
止

条
例
を
検
討
し
始
め
る
と
と
も
に
、

立
法
化
の
動
き
も
み
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
行
政
の
動
き
を
受
け
て
、
マ

ス
コ
ミ
も
連
日
カ
ス
ハ
ラ
に
関
す
る

報
道
、
特
集
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

　
カ
ス
ハ
ラ
対
策
へ
の
機
運
が
高
ま

る
今
、
金
融
機
関
と
し
て
適
切
な
カ

ス
ハ
ラ
対
策
を
講
じ
る
た
め
に
、
改

め
て
、
カ
ス
ハ
ラ
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
考
え
方
か
ら
具
体
的
な
対
処
法

ま
で
連
載
に
て
解
説
す
る
。

　
ま
ず
第
１
回
は
、
カ
ス
ハ
ラ
の
現

状
や
カ
ス
ハ
ラ
の
定
義
な
ど
を
確
認

す
る
。

一
　
カ
ス
ハ
ラ
の
現
状

１ 　
カ
ス
ハ
ラ
が
社
会
問
題
化
し

た
背
景

　
昔
か
ら
「
ク
レ
ー
ム
」
は
一
定
程

度
存
在
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
な
ぜ
近
時
カ
ス
ハ
ラ
が
こ
れ
ほ

ど
急
激
に
社
会
問
題
化
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。そ
の
背
景
事
情
と
し
て
は
、

主
に
、
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ス
マ

ホ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
、
②
お
客
様
至

上
主
義
、
③
人
手
不
足
問
題
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

⑴ 　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ス
マ
ホ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及

　
ま
ず
、
最
も
大
き
な
影
響
が
あ
っ

た
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ス
マ

ホ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
で
あ
る
。
昔
か

ら
ク
レ
ー
ム
は
存
在
し
て
い
た
が
、

企
業
は
今
ほ
ど
ク
レ
ー
ム
を
お
そ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
悪

質
な
ク
レ
ー
ム
に
対
し
て
は
、
企
業

側
も
あ
る
程
度
強
引
な
対
応
が
で
き

た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
、

そ
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
と
、
ス
マ

ホ
で
録
画
さ
れ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
さ
れ

る
お
そ
れ
が
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て

は
、
企
業
側
が
大
声
で
怒
鳴
っ
て
い

る
部
分
だ
け
が
切
り
取
ら
れ
、「
酷

い
企
業
だ
」
と
批
判
を
浴
び
る
可
能

性
も
あ
る
。
一
方
で
安
易
に
謝
罪
す

れ
ば
、謝
罪
し
て
い
る
状
況
が
録
音
、

録
画
さ
れ
、
企
業
側
に
不
利
な
証
拠

と
し
て
裁
判
で
提
出
さ
れ
る
お
そ
れ

も
あ
る
。




